
こ
の
遍
路
道
を
、
令
和
２
年

２
月

18
日
か
ら
３
月

26
日
ま

で
、
38
日
間
か
け
て
一
人
歩
い

た
。
そ
の
一
部
の
記
録
で
あ
る
。

ま
ず
高
松
教
区
司
教
座
聖
堂
を

訪
問
。
諏
訪
司
教
は
歓
待
し
て

く
だ
さ
り
、
協
力
を
快
諾
。
既

に
高
松
教
区
で
、
鹿
児
島
教
区

神
学
生
（
筆
者
）
の
お
へ
ん
ろ

を
支
援
す
る
よ
う
各
小
教
区
に

伝
達
済
み
と
聞
い
た
。
恐
縮
至

極
。鳴

門
教
会
で
は
日
本
二
十
六

聖
人
の
道
を
歩
い
た
時
、
古
賀

教
会
で
知
遇
を
得
た
Ｓ
神
父
に

再
び
会
う
僥
倖
に
驚
い
た
。

ぎ
ょ
う
こ
う

「
な
ぜ
お
へ
ん
ろ
を
？
」
と

Ｓ
神
父
。
こ
れ
に
は
「
な
ぜ
キ

リ
ス
ト
者
が
、
仏
教
の
修
行
で

あ
る
遍
路
を
す
る
の
か
？
」
と

の
含
意
を
見
た
。
「
わ
た
し
が

日
本
人
だ
か
ら
」─

と
答
え
る
。

日
本
二
十
六
聖
人
の
道
を
歩
い

た
時
、
じ
っ
さ
い
至
る
所
で
目

に
し
た
も
の
、
経
験
し
意
識
し

た
も
の
は
、
聖
人
に
ゆ
か
り
の

風
光
で
も
文
物
で
も
な
く
、
キ

リ
ス
ト
教
風
な
何
も
の
で
も
な

か
っ
た
。
心
に
沁
み
た
の
は
、

し

む
し
ろ
神
代
以
来
の
ま
ほ
ろ
ば

か

み

よ

の
や
ま
と
ご
こ
ろ
、
即
ち
「
も

の
の
あ
は
れ
」
を
し
る
事
で
あ
っ

た
。
日
本
二
十
六
聖
人
の
道
を

歩
い
て
体
感
し
た
こ
と
が
、
神

学
科
３
年
時
の
神
学
論
文
に
つ

な
が
っ
た
。
日
本
を
代
表
す
る

巡
礼
路
で
あ
る
お
へ
ん
ろ
を
歩

く
事
を
通
し
て
、
こ
れ
を
更
に

考
え
た
い
。
あ
ら
た
め
て
日
本

に
つ
い
て
考
え
、
深
め
た
い
。

こ
れ
を
噛
み
砕
い
て
説
明
す
る

の
は
、
骨
の
折
れ
る
仕
事
だ
っ

た
。
同
席
の
Ｉ
神
父
が
、
満
面

に
笑
み
を
湛
え
聞
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
が
心
強
か
っ
た
。
午

前
７
時
。
お
へ
ん
ろ
の
第
一
歩

を
刻
む
。
第
一
番
・
霊
山
寺
の

り
ょ
う
ぜ
ん
じ

山
門
を
く
ぐ
っ
て
、
「
あ
や
し
」

と
い
う
言
葉
で
し
か
表
現
し
得

な
い
も
の
を
覚
え
た
。

霊
気
と
い
う
か
妖
気
と
い
う

か
。
朝
ま
だ
き
、
数
多
の
吊
り

燈
籠
に
飾
ら
れ
た
本
堂
や
朱
に

彩
色
さ
れ
た
宝
塔
等
、
ど
こ
か

落
ち
着
か
ぬ
異
国
情
緒
、
異
次

元
な
風
。
異
界
を
感
じ
る
の
で

あ
る
。
「
あ
や
し
」
い
の
で
あ

る
。
・
・

第
九
番
・
法
輪
寺
（
四
国
八
十

ほ

う

り

ん
じ

八
箇
所
霊
場
で
唯
一
、
涅
槃
像

を
ご
本
尊
と
す
る
）
に
至
っ
て

よ
う
や
く
解
消
さ
れ
た
。
こ
ぢ

ん
ま
り
と
し
た
佇
ま
い
。
装
飾

に
乏
し
い
そ
れ
が
好
ま
し
い
。

日
本
の
仏
閣
に
あ
っ
て
な
お
、

あ
や
し
き
も
の
・
う
る
は
し
き

も
の
と
の
意
識
の
別
の
生
じ
る

事
実
に
衝
撃
を
覚
え
た
。
こ
の

時
、
あ
ら
た
め
て
「
日
本
と
は
」

と
い
う
問
い
が
浮
か
ん
だ
の
で

あ
る
。
・
・
第
十
一
番
・
藤
井

寺
か
ら
第
十
二
番
・
焼
山
寺
へ

し
ょ
う
さ
ん
じ

の
山
道
は
、
「
へ
ん
ろ
こ
ろ
が

し
」
の
中
で
も
屈
指
の
難
所
と

言
わ
れ
る
。
「
へ
ん
ろ
こ
ろ
が

し
」
と
は
、
お
へ
ん
ろ
さ
ん
を

転
げ
落
と
す
険
路
と
い
う
意
。

た
し
か
に
胸
突
き
八
丁
、
急
勾

配
の
山
道
が
続
く
。
自
然
、
息

も
荒
く
な
る
。
直
ぐ
に
汗
だ
く
。

自
分
の
息
遣
い
し
か
聞
こ
え
な

い
。
雑
念
の
浮
か
ぶ
余
地
も
な

い
。
無
念
無
想
。
ひ
た
す
ら
登

る
。
久
練
修
行
。
山
嶽
・
原
野
・

く
れ
ん
し
ゅ
ぎ
ょ
う

海
辺
等
、
人
里
離
れ
た
場
所
で

長
期
間
、
心
身
の
訓
練
・
修
行

を
す
る
こ
と
。
・
・
３
月
６
日

足
摺
岬
一
帯
、
特
に
第
三
十
八

番
か
ら
第
三
十
九
番
間
の
宿
泊

事
情
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
聞
い

て
い
た
。
だ
か
ら
中
村
教
会
を

ベ
ー
ス
に
札
所
を
打
と
う
と
考

え
た
。
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
Ｍ
さ
ん
。
子
ど
も
時
分

か
ら
、
空
海
を
「
お
大
師
さ
ん
」

と
呼
び
敬
愛
す
る
環
境
に
育
っ

た
。
当
時
は
、
玄
関
先
で
読
経

し
て
く
だ
さ
っ
た
お
へ
ん
ろ
さ

ん
に
、
御
礼
と
し
て
米
や
麦
、

時
に
は
金
銭
を
手
渡
し
て
い
た

の
を
記
憶
す
る
。
小
高
い
境
内

か
ら
中
村
の
町
を
眺
め
つ
つ
、

Ｍ
さ
ん
の
仰
言
っ
た
、
仏
様
と

も
神
様
と
も
馴
れ
親
し
む
事
は

自
然
な
事─

を
思
う
。
・
・
い

ま
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
曇
天

の
下
、
遠
く
足
摺
岬
を
見
遣
り

な
が
ら
海
浜
を
歩
く
。
こ
の
既

視
感
。
映
画
『
砂
の
器
』
。
雪

の
吹
き
荒
ぶ
海
浜
を
歩
く
お
へ

ん
ろ
さ
ん
親
子
二
人
。
あ
の
灰

色
の
画
面
に
そ
っ
く
り
。
・
・

３
月

11
日
（
水
）

観
自
在
寺

─

「
観
自
在
寺
に
来
た
ら
是
非

寄
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
伝
言

を
い
た
だ
い
て
い
た
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
Ｅ
さ
ん
宅
へ
。
家
族

ぐ
る
み
の
歓
待
に
恐
縮
至
極
。

宇
和
島
教
会
を
訪
う
。
主
任

お
と
な

司
祭
は
大
阪
教
区
所
属
。
こ
っ

て
こ
て
の
大
阪
人
。
愉
快
な
方
。

夕
食
の
時
、
信
徒
会
長
、
Ｅ
さ

ん
親
子
も
来
訪
。
信
徒
会
長
の

手
料
理
に
舌
鼓
、
楽
し
い
一
刻

を
過
ご
す
。
・
・
３
月

14

日

臼
杵
を
過
ぎ
、
畑
峠
遍
路
道
と

出
交
わ
す
所
に
、
三
嶋
神
社
が

あ
る
。
木
造
の
鳥
居
に
注
連
縄

し

め

な

わ

の
架
か
っ
た
清
浄
な
る
構
え
。

周
囲
の
木
と
背
後
の
山
と
が
織

り
な
す
緑
と
渾
然
一
体
。
ま
さ

し
く
杜
。
凛
と
し
た
空
気
が
漲

も
り

り
、
立
派
な
、
厳
か
な
、
と
の

形
容
に
相
応
し
い
。
神
道
の
精

髄
を
湛
え
る
神
社
で
あ
る
。
三

み
や
し
ろ

嶋
神
社
を
過
ぎ
、
上
畝
々
へ
と

か
み
う
ね
う
ね

上
る
。

山
間
の
里
。
桜
を
見
た
。
下

や
ま
あ
い

草
に
一
面
の
菜
の
花
。
桜
木
は
、

菜
の
花
の
黄
を
下
に
敷
き
詰
め
、

正
真
正
銘
の
桜
色
を
矜
っ
て
立

つ
。
美
し
い
。
目
の
覚
め
る
よ

う
な
、
と
い
う
よ
り
、
心
に
滲

む
。
先
の
神
社
と
い
い
、
こ
の

桜
と
い
い
、
日
本
人
な
ら
心
震

わ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

「
し
き
嶋
の
や
ま
と
ご
ゝ
ろ
を

人
と
は
ゞ
朝
日
に
ゝ
ほ
ふ
山
さ

く
ら
花
」─

と
思
わ
ず
、
本
居

宣
長
の
歌
に
得
心
す
る
の
で
あ

る
。
ま
た
本
居
宣
長
が
永
眠
に

望
ん
だ
の
も
こ
の
よ
う
な
景
観

か
と
勝
手
に
想
像
す
る
。
・
・

３
月

26

日
竹
屋
敷
を
過
ぎ
、

旧
遍
路
道
へ
。
槇
川
沿
い
を
ゆ
っ

く
り
登
る
。
山
門
が
見
え
た
。

（
２
ペ
ー
ジ
へ
）
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マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言
葉

わ

た

し

が

、
イ

エ

ス

様

を

、
見

つ

け

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

の

で

は

あ

り

ま
せ
ん
。

イ

エ

ス

様

が

、
わ

た

し

を

見

つ

け

て

下

さ

っ
た

の
で
す
。

婆
さ
ん
で
も
本
を
読
む
。

一
般
書
籍
し
か
読
ま
な
い
。
教
会
関
係

の
本
は
殆
ど
手
が
で
な
い
。
読
む
気
に
な

れ
な
い
。
書
棚
に
も
数
冊
し
か
無
い
。

毎
日
の
ミ
サ
に
綴
じ
て
あ
る
教
皇
様
の

目
録
も
厚
手
の
紙
で
真
中
に
あ
っ
て
ジ
ャ

マ
を
す
る
か
ら
、
届
く
と
す
ぐ
ど
け
る
。

教
皇
様
を
嫌
い
で
は
な
い
、
教
皇
様
の
意

向
の
為
に
祈
る
。
あ
の
、
ご
心
労
は
理
解

で
き
る
か
ら
。

た
ぶ
ん
、
教
会
関
係
の
宗
教
本
は
教
科

書
で
一
般
書
籍
は
マ
ン
ガ
本
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
教
科
書
に
親
し
む
信
徒
は
優

等
生
で
、
マ
ン
ガ
ば
か
り
の
信
徒
は
落
ち

こ
ぼ
れ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
た
と
え
落
ち
こ
ぼ
れ
で
も

教
室
内
の
一
員
に
は
違
わ
な
い
。
で
も
落

ち
こ
ぼ
れ
は
、
い
つ
も
教
室
の
外
に
立
た

さ
れ
る
。

教
会
で
落
ち
こ
ぼ
れ
の
年
寄
り
が
立
た

さ
れ
る
場
所
は
。
教
会
の
落
ち
こ
ぼ
れ
は

何
の
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
。
年
寄
り
の
出

来
る
事
は
祈
り
と
献
金
く
ら
い
か
な
あ
。

落
ち
こ
ぼ
れ
の
婆
さ
ん
も
、
神
様
が
好

き
、
教
会
ミ
サ
が
好
き
、
あ
ら
ゆ
る
人
が

好
き
。

今
、
ミ
サ
が
中
止
さ
れ
る
事
態
と
な

り
、
私
は
な
す
術
も
な
く
オ
ロ
オ
ロ
と
祈

る
他
あ
り
ま
せ
ん
。

数
少
な
い
教
会
本
の
中
か
ら
、
心
に
沁

み
る
祈
り
を
見
つ
け
ま
し
た
。

愛
す
る
イ
エ
ス
様

私
が
行
く
と
こ
ろ
何
処
に
で
も
あ
な

た
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
こ
と
が
出
来

ま

す

よ

う

に

、

お

た

す

け

く

だ

さ

い
。

私
の
魂
を
あ
な
た
の
霊
と
い
の
ち
で

満
た
し
て
く
だ
さ
い
。

私
の
全
存
在
を
貫
き
あ
な
た
の
も
の

と
し
て
く
だ
さ
い
。

私
の
人
生
が
あ
な
た
の
光
だ
け
を
輝

か
せ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

私
を
通
し
て
光
輝
き
、
私
の
内
に
お

留
ま
り
く
だ
さ
い
。

私
に
出
会
う
す
べ
て
の
魂
が
、
私
の

内
に
お
ら
れ
る
あ
な
た
の
現
存
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

お
へ
ん
ろ

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
巡
拝
の
記

鹿
児
島
教
区
助
祭

諏
訪
勝
郎

諏訪助祭

２
０
２
０
年
５
月

17
日
、

第
７
代
福
岡
教
区
司
教
に
ヨ
ゼ

フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
が
着
座
し

ま
し
た
。
着
座
式
は
カ
ト
リ
ッ

ク
大
名
町
教
会
に
お
い
て
非
公

開
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
岡
教
区
（
福
岡
、
佐
賀
、

熊
本
）
の
司
教
は
、
宮
原
良
治

前
司
教
が
辞
任
し
た
２
０
１
９

年
４
月
か
ら
空
位
に
な
っ
て
お

り
、
杉
原
寬
信
神
父
が
使
徒
座

管
理
者
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
１
９
４
９

年
ス
ペ
イ
ン
出
身
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
哲
学
・
神
学
を
学
ん
だ
後
、

日
本
へ
派
遣
、
１
９
８
１
年
ク

ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
日
本
管
区

管
区
長
、
２
０
０
３
年
同
会
総

長
、
２
０
１
８
年
６
月
２
日
、

大
阪
教
区
補
佐
司
教
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

◇

◇

◇

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
２

０
２
０
年
５
月

31
日
聖
霊
降

臨
の
主
日
、
神
言
修
道
会
の
パ

ウ
ロ
成
井
大
介
師
を
新
潟
教
区

の
司
教
に
任
命
し
ま
し
た
。

新
潟
教
区
（
新
潟
、
山
形
、

秋
田
）
の
司
教
は
、
菊
地
功
前

司
教
が
東
京
大
司
教
区
大
司
教

に
就
任
し
た
２
０
１
７
年

12

月
か
ら
空
位
に
な
っ
て
お
り
、

菊
地
大
司
教
が
新
潟
教
区
使
徒

座
管
理
者
を
兼
務
し
て
い
ま
し

た
。成

井
被
選
司
教
は
、
１
９
７

３
年
愛
知
県
出
身
。
２
０
０
１

年
、
司
祭
叙
階
。
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
で
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
復
興
支
援
活
動
に
深
く
携
わ
っ

た
ほ
か
、
２
０
１
３
年
よ
り
、

神
言
修
道
会
総
本
部
の
正
義
と

平
和
・
環
境
問
題
部
門
担
当
。

現
在
は
同
部
門
の
責
任
者
を
努

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

福
岡
教
区
・
新
潟
教
区
に
新
司
教

こ
の
春
、
四
国
八
十
八
箇
所
を
巡
拝
し
た
鹿
児
島

教
区
の
諏
訪
勝
郎
助
祭
か
ら
巡
礼
記
が
届
き
ま
し
た
。

巡
礼
に
あ
た
っ
て
、
教
区
か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り

教
区
信
徒
が
各
地
で
お
接
待
し
て
い
ま
す
。

巡
礼
記
の
抜
粋
を
教
区
報
に
掲
載
す
る
許
可
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。



八
幡
浜
教
会

西
園
寺
良
徳

清
水
裕
子

愛
媛
地
区
南
予
ブ
ロ
ッ
ク

八
幡
浜
教
会
は
、
２
０
２
０

年
５
月

30
日
に
改
築
し
た
八

幡
浜
聖
母
幼
稚
園
ホ
ー
ル
に

「
小
教
区
聖
堂
」
を
お
き
、
聖

母
幼
稚
園
の
駐
車
場
に
小
さ

な
小
教
区
聖
堂
を
改
築
し
た
。

こ
の
聖
堂
改
築
は
、
２
０

１
９
年
１
月
に
学
校
法
人
ロ

ザ
リ
オ
学
園
か
ら
使
徒
ヨ
ハ
ネ

諏
訪
教
区
長
（
司
教
）
へ
、
聖

母
幼
稚
園
旧
園
舎
の
耐
震
審

査
の
結
果
を
受
け
、
園
舎
改

築
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
始

ま
っ
た
。

八
幡
浜
教
会
は
、
１
９
３

７
年
（
昭
和

12
年
）
に
創
立

し
、
１
９
４
９
年
（
昭
和

24

年
）
に
現
教
会
土
地
を
購
入
、

１
９
５
０
年
（
昭
和

25

年
）

９
月

23
日
に
聖
堂
を
献
堂
し
、

11

月
１
日
に
聖
母
幼
稚
園
が

新
築
、
開
園
し
た
。
１
９
５

４
年
（
昭
和

29
年
）
に
幼
稚

園
舎
は
拡
張
改
築
を
行
い
、

１
９
７
１
年
（
昭
和

46

年
）

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
と

な
っ
た
。
教
会
は
１
９
７
５

年
（
昭
和

50
年
）
に
献
堂

25

周
年
、
１
９
９
０
年
（
平
成

２
年
）
に
創
立

50
周
年
、
２

０
１
７
年
（
平
成

30
年
）
に

創
立

80
周
年
記
念
行
事
を
実

施
し
た
。

こ
れ
に
続
く
聖
堂
改
築
の

経
過
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）

に
高
松
教
区
、
ロ
ザ
リ
オ
学

園
、
八
幡
浜
教
会
の
３
者
協

議
が
行
わ
れ
、
土
地
と
建
物

お
よ
び
建
築
費
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
席
で
、

教
区
と
ロ
ザ
リ
オ
学
園
か
ら

八
幡
浜
教
会
に
対
し
て
、
八

幡
浜
聖
母
幼
稚
園
の
存
続
と

引
き
替
え
に
聖
堂
取
り
壊
し

が
要
請
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

八
幡
浜
教
会
で
協
議
が
続
き
、

４
月

24
日
取
り
壊
し
に
同
意

す
る
教
区
へ
の
報
告
を
行
っ

た
。
直
後
の
４
月

28
日
に
は
、

ヨ
ゼ
フ
呉
神
父
か
ら
ア
シ
ジ

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
申
神
父
に

担
当
司
祭
が
交
代
し
た
。
６

月

23
日
、
諏
訪
司
教
に
よ
る

八
幡
浜
教
会
で
の
改
築
工
事

説
明
会
が
行
わ
れ
、
教
会
敷

地
は
全
て
幼
稚
園
に
貸
与
し
、

教
会
は
幼
稚
園
の
駐
車
５
台

分
の
敷
地
に
聖
堂
を
改
築
す

る
ロ
ザ
リ
オ
学
園
提
案
に
沿
っ

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
た
。

７
月

28
日
、
旧
聖
堂
で
最

後
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
８
月

３
日
、
聖
堂
引
っ
越
し
が
行

わ
れ
、
５
日
か
ら
聖
堂
取
り

壊
し
が
開
始
し
た
。
主
日
ミ

サ
は
８
月
４
日
か
ら
公
民
館

で
集
会
を
行
い
、
８
月

25
日

か
ら
は
日
本
基
督
教
団
八
幡

浜
教
会
チ
ャ
ペ
ル
に
て
行
わ

れ
た
。
こ
の
日
、
諏
訪
司
教

出
席
の
元
で
八
幡
浜
聖
堂
建

設
委
員
会
が
発
足
し
た
。
９

月

12
日
旧
聖
堂
の
取
り
壊
し

が
完
了
し
、
69

年
の
聖
堂
の

役
目
を
終
え
た
。
10

月
か
ら

聖
堂
建
設
の
業
者
選
定
、
入

札
が
行
わ
れ
た
が
、
幼
稚
園

の
建
築
を
先
行
す
る
た
め
、

建
設
は
中
断
し
た
。
２
０
２

０
年
３
月

27
日
八
幡
浜
聖
母

幼
稚
園
は
再
開
園
し
、
３
月

28

日
聖
堂
の
地
鎮
祭
を
実
施

し
た
。
地
鎮
祭
後
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
ミ
サ
は
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、

建
築
は
順
調
に
進
捗
し
、
５

月

30
日
床
面
積

33
・
16
平
方

メ
ー
ト
ル
の
ミ
ニ
聖
堂
が
竣

工
し
た
。
５
月

31
日
の
聖
霊

降
臨
の
祝
日
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

ミ
サ
自
粛
が
解
除
さ
れ
、
申

神
父
に
よ
る
聖
堂
の
初
ミ
サ

が
行
わ
れ
た
。
慌
た
だ
し
い

１
年
４
ヶ
月
の
悲
し
み
と
寂

し
さ
の
後
に
続
く
静
か
な
喜

び
は
、
聖
霊
の
息
吹
に
浸
さ

れ
る
日
に
訪
れ
た
。

６
月

28
日
に
は
諏
訪
司
教

に
よ
る
祭
壇
再
安
置
と
聖
堂

祝
福
式
が
行
わ
れ
た
。
同
時

に
建
設
委
員
会
解
散
式
が
行

わ
れ
、
建
設
委
員
長
は
信
者

の
一
致
の
証
を
奉
献
で
き
た

と
述
べ
、
謝
意
を
表
明
し
た
。

ま
た
聖
母
幼
稚
園
園
長
は
小

教
区
宣
教
を
園
児
へ
の
教
育

を
通
し
て
そ
の
一
翼
を
担
い

た
い
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

司
教
の
教
導
に
よ
っ
て
小
さ

な
共
同
体
の
宣
教
拠
点
は
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。

建
設
業
者
を
は
じ
め
多
く

の
支
援
者
に
深
い
感
謝
を
捧

げ
、
ど
こ
に
お
か
れ
て
も
平

和
の
使
者
と
な
れ
る
よ
う
あ

り
た
い
と
願
う
。
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小
さ
な
共
同
体
の
新
た
な
宣
教
の
拠
点
を
構
築
し
て

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
）

第
八
十
八
番
・
大
窪
寺
。
結

お

お

く

ぼ

じ

願
（
完
歩
）
。
納
経
所
で
、
納

経
帳
に
ご
朱
印
・
墨
書
。
そ

し
て
、
結
願
証
を
い
た
だ
く
。

も
う
歩
く
先
は
な
い
。
伽
藍

を
眺
め
る
。
「
あ
や
し
」
く
も

あ
り
、
「
う
る
は
し
」
く
も
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の

お
へ
ん
ろ
そ
の
も
の
が
、
「
あ

や
し
」
「
う
る
は
し
」
綯
い
交

ぜ
な
、
錯
綜
た
る
道
程
で
は

み
ち
の
り

な
か
っ
た
か
。
思
え
ば
、
日
々
、

夢
現
を
歩
い
た
よ
う
な
も
の
。

ゆ
め
う
つ
つ

お
へ
ん
ろ
は
、
彼
岸
と
此
岸

の
通
い
路
、
補
陀
落
東
門
か

も
知
れ
な
い
。
四
国
全
土
が
、

お
へ
ん
ろ
で
結
界
さ
れ
た
神

仏
混
淆
一
体
の
霊
場
で
は
な

か
っ
た
か
。

お
へ
ん
ろ
（
四
国
八
十
八

箇
所
霊
場
巡
拝
）
を
終
え
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

司
教
様
を
は
じ
め
、
高
松

教
区
の
司
祭
、
修
道
者
、
信

徒
の
皆
さ
ま
に
は
身
に
余
る

ご
厚
意
を
賜
り
ま
し
た
事
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
初
め
て
訪
れ
る
土
地
で
、

教
会
が
あ
り
開
い
て
い
る
、

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
方
々

が
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
心
強
い

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
へ
ん

ろ
に
出
る
と
聞
き
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
、

途
上
で
出
会
い
お
接
待
や
ご

助
言
や
お
心
遣
い
を
賜
っ
た

地
元
の
方
々
や
お
へ
ん
ろ
さ

ん
た
ち
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
多

く
の
方
々
の
ご
厚
意
に
支
え

ら
れ
て
結
願
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
か
さ
ね
て
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

50
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
諏

訪
助
祭
の
巡
礼
記
に
記
さ

れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
札
所

に
お
け
る
日
本
人
の
霊
性

を
豊
か
に
呼
び
覚
ま
し
て

く
れ
る
深
い
内
容
に
驚
き

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

諏
訪
助
祭
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
を
避
け
司
祭
叙
階
の

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
祈
り

く
だ
さ
い
。

諏
訪
榮
治
郎
司
教

八
幡
浜
小
教
区
改
築
聖
堂
の
諏
訪
司
教
に
よ
る
祝
福
式

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
巡
拝
の
記



転
出
さ
れ
た
司
祭

丸
亀
教
会

パ
ス
ク
ア
ル
神
父

２
０
１
７
年

10
月

18
日
か

ら
、
丸
亀
教
会
で
主
任
司
祭

と
し
て
司
牧
を
開
始
さ
れ
る
。

ス
ペ
イ
ン
外
国
宣
教
会
か
ら

の
司
祭
と
し
て
は
一
番
若
い

（
当
時

49
歳
）
神
父
様
で
あ
っ

た
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
、
誰
に
も
優

し
く
接
す
る
姿
に
人
柄
の
良

さ
が
と
て
も
感
じ
ら
れ
た
。

何
と
い
っ
て
も
パ
ス
ク
ア

ル
神
父
様
の
魅
力
は
、
御
ミ

サ
の
中
で
の
お
説
教
が
と
て

も
素
晴
ら
し
く
、
つ
い
つ
い

話
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
。
外
国
籍
の
多
い
丸
亀

教
会
は
ま
ず
英
語
か
ら
ス
ピ
ー

チ
さ
れ
、
続
い
て
日
本
語
と
、

ペ
ル
ー
人
の
信
者
が
い
る
時

に
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
も
交
互

に
話
さ
れ
、
多
彩
な
内
容
で

盛
り
上
が
っ
た
説
教
は
、
外

国
人
の
信
者
か
ら
も
好
評
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
沢
山
の
責
務
を
負

わ
れ
、
丸
亀
、
善
通
寺
の
共

同
司
祭
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

教
区
の
司
教
総
代
理
で
あ
り
、

事
務
局
長
で
あ
り
、
高
松
刑

務
所
の
教
誨
師
で
あ
り
、
丸

亀
、
善
通
寺
の
聖
母
幼
稚
園

の
チ
ャ
プ
レ
ン
等
と
、
そ
の

合
間
に
も
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

や
、
お
母
さ
ん
た
ち
を
対
象

に
し
た
講
座
を
行
い
、
若
者

を
教
会
に
呼
び
寄
せ
る
活
動

を
常
に
熱
心
に
し
て
お
ら
れ

た
。時

々
、
昔
働
い
て
い
た
他

県
教
会
の
信
者
さ
ん
達
が
、

パ
ス
ク
ア
ル
神
父
様
を
訪
ね

て
来
ら
れ
、
何
処
に
赴
任
し

て
も
モ
テ
モ
テ
の
神
父
様
で

あ
る
。

あ
る
日
曜
日
、
ミ
サ
で
教

会
へ
行
く
と
、
何
と
な
く
教

会
の
中
の
様
子
が
変
わ
っ
て

お
り
、
色
々
な
物
が
移
動
し

て
配
置
転
換
が
さ
れ
て
あ
る

の
に
驚
き
、
誰
が
し
た
の
だ
！

と
聞
く
と
神
父
様
の
仕
業
。

我
々
、
年
配
者
に
は
時
々

テ
ン
ポ
が
合
わ
な
い
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
素
晴

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
と
ス
ピ
ー

ド
感
あ
ふ
れ
る
テ
ン
ポ
で
、

つ
い
つ
い
マ
ン
ネ
リ
化
し
そ

う
な
教
会
内
を
ぐ
い
ぐ
い
と

リ
ー
ド
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
パ

ス
ク
ア
ル
神
父
様
の
魅
力
を

十
分
に
味
わ
う
時
が
無
い
ほ

ど
、
短
い
期
間
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
故
郷
ス
ペ
イ
ン
で
、

宣
教
、
司
牧
を
し
な
が
ら
、

年
老
い
た
ご
両
親
の
お
世
話

の
た
め
に
帰
ら
れ
る
と
聞
き
、

頑
張
っ
て
下
さ
い
と
エ
ー
ル

を
送
り
つ
つ
、
ま
た
い
つ
の

日
か
日
本
に
帰
っ
て
来
ら
れ

る
の
を
待
ち
な
が
ら
、
重
ね

て
お
礼
の
言
葉
と
し
ま
す
。

ど
う
か
お
元
気
で
お
過
ご

し
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
丸
亀
教
会

太
田

修

転
入
さ
れ
た
司
祭

松
山
教
会

ア
ン
ト
ニ
オ
・
リ
ー
神
父

例
年
と
違
い
、
異
動
が
約

２
ヶ
月
遅
れ
ま
し
た
が
松
山

に
来
る
前
か
ら
主
日
ミ
サ
の

再
開
準
備
を
計
画
・
実
行
さ

れ
て
６
月
か
ら
の
主
日
ミ
サ

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。率

先
し
て
信
徒
と
共
に
働

い
て
く
だ
さ
る
神
父
様
で
す
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

李
孝
俊
（
１
９
８
０
年
３
月

３
日
生
）
大
韓
民
國
忠
淸
南

道
天
安
市
成
歡
邑
出
身

２
０
０
７
～
２
０
０
８＝

韓

国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
神
学

修
士
取
得
）

２
０
１
０
～
２
０
１
１＝

聖

ヨ
セ
フ
大
学
・
マ
カ
オ
（
キ

リ
ス
ト
教
研
究
修
士
号
取
得
）

２
０
１
２
～
２
０
１
３＝

聖

ヨ
セ
フ
大
学
・
マ
カ
オ
（
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
心
理
療
法

士
資
格
取
得
）

２
０
１
５
・
11
・
８＝

韓
国

ソ
ウ
ル
市
で
司
祭
叙
階

２
０
１
５
・
12
・
10＝

福
岡

教
区
箱
崎
教
会
担
当
司
祭

２
０
２
０
・
４
～
高
松
教
区

松
山
教
会
担
当
司
祭

東
讃
ブ
ロ
ッ
ク

カ
ン
バ
ラ
・
デ
シ
デ
リ
オ
神
父

カ
ン
バ
ラ
神
父
様
が
、
東

讃
ブ
ロ
ッ
ク
協
力
司
祭
と
し

て
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年

11
月
和
歌
山

紀
北
教
会
（
屋
形
町
聖
堂
、

古
屋
聖
堂
、
今
福
聖
堂
、
海

南
聖
堂
の
四
聖
堂
か
ら
な
る

教
会
）
に
異
動
さ
れ
て
、
２

年
余
り
お
留
守
に
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
ま
た
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
て
み
ん
な

喜
ん
で
い
ま
す
。

復
活
祭
後
に
こ
ち
ら
に
着

任
さ
れ
る
と
間
も
な
く
、
あ

ち
こ
ち
信
者
宅
に
電
話
を
し

て
様
子
を
聞
い
て
回
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
、
以
前
と
変
わ

ら
ず
お
元
気
で
精
力
的
な
神

父
様
で
す
。

カ
ン
バ
ラ
神
父
様
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

６
月

29
日
、
聖
ペ
ト
ロ
・
聖

パ
ウ
ロ
使
徒
の
祝
日
に
高
松
教

区
の
聖
香
油
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

例
年
、
聖
週
間
に
行
わ
れ
て

い
る
聖
香
油
ミ
サ
で
す
が
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
の
影
響
で
、
延
期
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

諏
訪
司
教
司
式
の
ミ
サ
に
は
、

教
区
内
か
ら
司
祭

17
人
、
助
祭

３
人
、
信
徒
約

40
人
が
参
加
し

て
、
司
祭
及
び
助
祭
の
約
束
の

更
新
、
病
者
の
油
と
洗
礼
の
油

の
祝
福
、
聖
香
油
の
聖
別
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
サ
の
終
わ
り
に
は

今
年
、
司
祭
叙
階

25
周
年
の
銀

祝
を
迎
え
ら
れ
た
聖
ド
ミ
ニ
コ

修
道
会
の
フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・

ゴ
ン
ザ
ロ
神
父
に
花
束
を
贈
り

お
祝
い
し
ま
し
た
。
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聖香油の聖別銀祝のお祝い

約
束
の
更
新

司
祭
紹
介

香川県のカトリック幼稚園

～学校法人聖母学園が設置している幼稚園紹介～

学校法人聖母学園理事長 鈴木 聡

皆様が通われてる教会に隣接しているカトリック
幼稚園についてはご存じだと思いますが、他の小教
区教会に隣接しているカトリック幼稚園については
ご存じないことが多いと思いますので、ご紹介しま
す。

香川県には「学校法人聖母学園」が設置している
カトリック幼稚園が６園あります。

１ 長尾聖母幼稚園(長尾巡回教会に隣接)
さぬき市長尾西６８１番地 Tel 0879-52-2294

２ 高松聖母幼稚園(番町教会に隣接)
高松市番町２丁目４番３１号 Tel 087-851-2372

３ 桜町聖母幼稚園(桜町教会に隣接)
高松市桜町１丁目８番１３号 Tel 087-831-0328

４ 丸亀聖母幼稚園(丸亀教会に隣接)
丸亀市幸町２丁目７番７号 Tel 0877-22-4529

５ 善通寺聖母幼稚園(善通寺教会に隣接)
善通寺市上吉田町４丁目９番２４号 Tel 0877-62-1087

６ 観音寺聖母幼稚園(観音寺教会に隣接)
観音寺市昭和町１丁目６番５７号 Tel 0875-23-0004

それぞれの幼稚園で制服や帽子等は異なっていますが、共通して次のこ
とに取り組んでいます。
○ 園生活全体を通して神様の心に触れること。
○ 神様はいつもみんなのすぐ近くにいて、優しく見守ってくださってい

ることを園生活全体を通して子どもに伝えること。
○ 神様とお話しする心、お祈りする心を園生活全体を通して育てること。

それぞれの幼稚園でどのような保育が行われているのか、ぜひ関心を持っ
ていただけたらと思います。

聖
香
油
ミ
サ

聖
な
る
油
の
祝
福
・
司
祭
の
約
束
の
更
新
が
行
わ
れ
る

４
月
に
異
動
さ
れ
た
司
祭
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
松
山
教
会
の
ト
ア
イ
・
ピ
ー
タ
ー

神
父
が
福
岡
に
転
出
さ
れ
ま
し
た
。



～
松
山
地
区
～

ミ
サ
再
開

穏
や
か
に
祈
れ
る

環
境
づ
く
り

松
山
教
会

松
山
教
会
は
、
区
域
内
で
感

染
者
集
団
が
発
生
し
た
こ
と
を

警
戒
し
、
教
区
よ
り
１
週
間
遅

れ
て
６
月
７
日
、
三
位
一
体
の

祭
日
か
ら
ミ
サ
を
再
開
し
ま
し

た
。５

月
末
に
６
５
０
世
帯
に
手

紙
を
送
付
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
リ
ー

神
父
様
の
就
任
あ
い
さ
つ
と
と

も
に
ミ
サ
再
開
の
要
領
や
注
意

事
項
を
伝
え
ま
し
た
。
主
日
の

ミ
サ
は
密
接
を
避
け
る
た
め
２

回
に
分
け
、
参
加
者
は
東
南
と

西
北
に
区
分
し
、
１
カ
月
毎
に

交
替
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
た
司

式
の
動
画
を
テ
レ
ビ
に
映
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
参
加

す
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

体
温
測
定
や
番
号
札
で
座
席

指
定
な
ど
再
開
初
日
は
緊
張
気

味
で
し
た
が
、
地
域
メ
ン
バ
ー

の
き
び
き
び
し
た
奉
仕
で
手
際

よ
く
進
ん
で
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
穏
や
か
に
祈
れ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

～
東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
～

オ
ン
ラ
イ
ン
で
評
議
会

桜
町
教
会

桜
町
教
会
で
は
、
集
会
の
制

限
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

初
め
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー

プ
通
話
を
試
し
、
続
い
て
、
ち

ま
た
で
話
題
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

数
人
で
接
続
練
習
を
し
、
ミ
サ

が
公
開
に
な
っ
た
５
月

31
日
ミ

サ
後
、
全
員
参
加
の
会
議
を
し

ま
し
た
。
評
議
員
数
名
は
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
に
集
ま
り
（
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
の
に

現
地
集
合
）
、
会
議
室
へ
の
接
続

を
試
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
は
思
っ

た
よ
り
も
手
強
く
、
手
取
り
足

取
り
教
え
合
い
な
が
ら
、
１
時

間
近
く
を
要
し
て
な
ん
と
か
全

員
接
続
で
き
ま
し
た
。

後
日
行
っ
た
２
回
目
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
会
議
は
接
続
開
始
か
ら
会

議
開
始
ま
で

20
分
ほ
ど
と
、
大

幅
に
進
歩
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
状
況
に
応
じ
オ
ン
ラ
イ
ン

で
評
議
会
を
す
る
予
定
で
す
。
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◇ 教 区 ス ケ ジ ュ ー ル ◇

7月
1日（水）福者ペトロ岐部司祭と187殉教者
5日（日）年間第14主日
7日（火）司祭評議会 13:30

12日（日）年間第15主日
19日（日）年間第16主日
23日（木）海の日
24日（金）スポーツの日
25日（土）聖ヤコブ使徒
20日（水）年間第17主日
7月下旬 宣教司牧評議会

8月
2日（日）年間第18主日
6日（木）日本カトリック平和旬間

（～15日まで）
9日（日）年間第19主日

12日（水）下田武雄師命日
15日（土）聖母の被昇天

高松教区司教座教会献堂記念日
16日（日）年間第20主日
22日（土）天の元后聖マリア
23日（日）年間第21主日
24日（月）聖バルトロマイ使徒
27日（木）佐々木光雄師命日
30日（日）年間第22主日

教
区
広
報
か
ら

教
区
広
報
委
員
会
で
は
、
教
区
報
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
教
区
内
小
教
区
の
情
報

を
幅
広
く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
の
で
、

皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
小
教
区
の
広
報
誌
・
新
聞
な
ど
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
も
歓
迎
で
す
。
各
地
区

の
広
報
委
員
を
通
じ
て
教
区
広
報
に
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

子どもと女性をまもる委員会

聖職者による性的虐待

相談窓口

電話番号：087-831-6659

相談窓口受付時間
月曜日から金曜日（祝日除く）

午前９時～午後５時

高松教区対応チーム

昨
今
の
世
相
に
逆
ら
う
よ
う
な

表
現
に
は
ば
か
り
な
が
ら
、
古
来

｢

人
は
人
の
中
で
人
と
な
る｣

と
い

う
教
え
が
あ
る
。
人
は
１
人
で
は

生
き
て
ゆ
け
な
い
。
人
は
人
と
互

い
に
交
わ
る
こ
と
で
養
わ
れ
、
学

び
合
い
な
が
ら
成
長
す
る
の
だ
と

い
う
。
信
仰
の
分

か
ち
合
い
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
そ

う
だ
。

今
年
度
の
「
司
教
書
簡
」
で
、

諏
訪
榮
治
郎
司
教
は
「
神
の
民
の

生
涯
養
成
」
と
し
て
〝
み
言
葉
の

分
か
ち
合
い
〟
を
勧
め
て
お
ら
れ

る
。
「
お
互
い
が
敬
意
を
払
い
つ

つ
、
誠
実
に
か
か
わ
り
、
祈
り
の

う
ち
に
『
養
成
さ
れ
る
』
必
要
が

あ
る
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

分
か
ち
合
う
た
め
、
い
く
つ
か

方
法
が
提
案
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

そ
の
前
に
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ

た｢

深
め
る
も
の｣

と
「
妨
げ
る
も

の
」
を
、
し
っ
か
り
会
得
し
て
お

き
た
い
。
心
理
学
者
で
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
専
門
家
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー

ズ
は
「
深
め
る
も
の
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
『
心
を
込
め
て
聴
く
』
こ
と
」

だ
と
説
い
て
い
る
。

ヤ
コ
ブ
の
手
紙
で
は
『
私
の
愛

す
る
兄
弟
た
ち
、
よ
く
わ
き
ま
え

て
い
な
さ
い
。
だ
れ
で
も
、
聞
く

に
早
く
、
話
す
の
に
遅
く
、
ま
た

怒

る

の

に

遅

く

あ

り

な

さ

い

』
（
１
・

19
）
と
諭
し
て
い
る
。
何

ご
と
も
「
よ
り
深
く
聴
い
て
、
話

す
の
は
そ
の
後
で…

」
は｢

物
の

道
理
と
し
て
十
分
心
得
て
お
く
べ

き
こ
と
」
と
の
忠
告
に
耳
が
痛
い
。

人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
「
交

流
分
析
」
の
創
始
者
エ
リ
ッ
ク
・

バ―

ン
も
著
書
で

「
ま
ず
よ
く
聴
き

分
け
て
気
付
き
を

深
め
、
自
分
の
言

葉
で
話
す
と
き
、
そ
の
人
が
よ
り

よ
い
方
向
へ
と
変
わ
る
力
に
な
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

諏
訪
司
教
は
書
簡
の
中
で｢

イ

エ
ス
に
ど
う
耳
を
傾
け
る
の
か
」

と
問
わ
れ
て
い
る
。
分
か
ち
合
い

に
は
、
イ
エ
ス
に
き
ち
ん
と
向
き

合
う
姿
勢
で
臨
み
た
い
。
（
Ｍ
）

司
教
教
書
に
想
う

み
言
葉
の
分
か
ち
合
い

新型コロナウイルス ～教区・国内の出来事～


